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年
度
予
算
案
が
審
議
中
で
あ
り
、

緊
迫
し
た
状
況
が
各
党
か
ら
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
代
表
あ
い

さ
つ
の
中
で
共
通
し
た
の
は
、
安

倍
総
理
の
予
算
委
員
会
で
の
対

▲社会民主党要請。人見会長が又市征治党首（参院議員。左から 3 人目）

に手交。党参加者は左から吉川元幹事長（衆院議員）、福島みずほ副党首

（参院議員）。要請中に参加した照屋寛徳衆院議員の計4人。要請団は、右

から野田、菅井の各役員。（2月28日、衆院第2議員会館）。 
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ふれあい情報 
 

2019年 3月 7日（木） 第 296号 

２０１９年度政策・制度要求（春要求）実現に向けて 立
憲
、
国
民
、
社
民
３
党
へ
協
力
要
請 

 

退
職
者
連
合
は
、
第
１
９
８
回
通
常
国
会
で
の
政
策
・制
度
要
求

（春
要
求
）の
実
現
に
向
け
て
、
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
社

会
民
主
党
の
3
党
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
人
見
一
夫
会
長

は
、
各
党
へ
の
要
請
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
政
策
実
現
へ
の
決
意
を
表

明
す
る
と
と
も
に
、
参
議
院
選
挙
で
の
勝
利
の
た
め
に
野
党
が
一

致
団
結
し
て
闘
う
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

退
職
者
連
合
が
要
請
を
行
っ

た
の
は
、
社
会
民
主
党
が
2
月

28
日
、
立
憲
民
主
党
と
国
民
民

主
党
が
3
月
5
日
で
す
。 

 

現
在
、
国
会
で
は
２
０
１
９

応
の
問
題
で
す
。 

「
今
の
国
会
は
異
常
だ
。
民
主

主
義
の
前
提
が
成
り
立
っ
て
い

な
い
」
と
立
憲
民
主
党
の
逢
坂

誠
二
政
務
調
査
会
長
（
衆
院
議

員
）
は
厳
し
く
批
判
。「
参
議
院

選
挙
に
勝
ち
、
野
党
の
数
を
何

と
し
て
も
増
や
す
こ
と
が
大

事
」
と
強
調
。「
退
職
者
連
合
の

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

地
域
で
の
連
携
を 

 

▲立憲民主党要請。人見会長が逢坂政調会長（左から 7 人

目）に手交。党参加者は左 3 人目から本多平直政調筆頭副

会長（衆院議員）、尾辻かな子厚労部会事務局長（衆院議

員）、佐々木隆博団体交流委員長（衆院議員）、相原久美子

政調会長代理（参院議員）の計 5 人。要請団は、左から野

口、川端。右から野田、菅井、石原、宮園の各役員。（3 月 5

日、衆院第2議員会館） 

▲国民民主党要請。人見会長が泉健太政調会長（衆院議員。左から6人目）

に手交。党参加者は、左 3人目から浅野哲衆院議員、川合孝典企業団体委

員長（参院議員）、西岡秀子衆院議員の計 4 人。要請団は左から野田、野

口。右から菅井、川端、宮園、石原の各役員。（3月5日、国民民主党本部） 

（
退
職
者
連
合
の
要
請
団
） 

3
党
要
請
に
参
加
し
た
役

員
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

◇ 
 

◇ 

人
見
一
夫
会
長
、
石
原
喜
久
副
会

長
、
宮
園
哲
郎
副
会
長
、
菅
井
義
夫

事
務
局
長
、
野
田
那
智
子
副
事
務
局

長
、
林
道
寛
副
事
務
局
長
、
川
端
邦

彦
政
策
委
員
長
、
野
口
敞
也
組
織
委

員
長
、
竹
田
邦
明
男
女
平
等
参
画
推

進
委
員
長
。 

 

（お
知
ら
せ
） 

厚
生
労
働
大
臣
要
請
は
、
当

初
の
日
程
が
国
会
状
況
に
よ
り

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

厚
労
省
と
再
調
整
中
で
す
。 
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『
い
る
じ
ゃ
な
い
』
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

あ
と
は
、
構
成
組
織
の
中
で
智
恵
を
出
し
合

っ
て
、
こ
う
い
う
機
会
を
ど
う
つ
く
っ
て
い

く
の
か
が
大
事
」
と
課
題
提
起
し
ま
し
た
。 

 
現
役
時
代
の
賃
金
格
差
影
響
（
井
上
） 

高
齢
単
身
女
性
の
貧
困
明
か
す
（
藤
原
） 

 

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
連
合
・
総
合
男 

▲178人は、これまでの学習会で最高の参加人数。15の地方退職者連合からも 31人が参加した。 

竹田委員長 

男女平等参画推進第８回学習会開く 
高
齢
単
身
女
性
へ
の
社
会
保
障
の
あ
り
方
問
う 

智
恵
を
出
し
合
お
う 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
男
女

平
等
参
画
推
進
委
員
会
の
竹

田
邦
明
委
員
長
は
、「
私
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
17
産
別
・
関

連
退
連
を
お
邪
魔
し
て
、『
女

性
会
員
が
い
ろ
ん
な
機
会
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に

は
先
ず
第
一
歩
と
し
て
女
性

会
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
』

と
お
願
い
し
た
。
今
日
こ
う

し
て
見
る
と
大
勢
の
女
性
の

方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て

い
る
。
い
つ
も
退
職
者
連
合

の
会
議
は
黒
一
色
。
今
日
は

 

男
女
平
等
参
画
推
進
に
取
り
組
む
退
職
者
連
合
は
、
3
月
1
日
（金
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
連
合
本
部
で
第
8
回
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
産

別
・
関
連
退
連
や
地
方
退
職
者
連
合
か
ら
１
７
８
人
が
参
加
。
女
性
は
94

人
、
参
加
率
は
53
％
で
し
た
。
講
師
は
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究

所
の
藤
原
千
沙
教
授
。
参
加
者
は
「シ
ニ
ア
・高
齢
単
身
女
性
と
税
・社
会
保

障
制
度
」を
テ
ー
マ
に
約
2
時
間
に
わ
た
り
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。 

女
・
雇
用
平
等
局
の
井
上
久

美
枝
総
合
局
長
（
写
真
下
）

は
、「
こ
の
学
習
会
で
毎
年

あ
い
さ
つ
し
て
い
る
。
年
々

参
加
す
る
女
性
が
目
に
見

え
て
増
え
、
退
職
者
連
合
の

取
り
組
み
の
す
ご
さ
に
現

役
と
し
て
負
け
ら
れ
な
い
」

と
開
催
の
意
義
を
評
価
。
続

け
て
現
職
の
立
場
か
ら
見

た
高
齢
女
性
の
抱
え
る
問

題
に
触
れ
、「
女
性
が
輝
い

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、
日

本
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
で
安
倍
内
閣

は
女
性
活
躍
推
進
法
を
作

っ
た
。
働
く
女
性
は
増
え
た

が
、
半
数
以
上
の
女
性
は
非

正
規
雇
用
。
男
性
は
9
割

が
正
社
員
だ
。
賃
金
格
差
は

男
性
を
１
０
０
と
し
た
時
、

女
性
は
73
ポ
イ
ン
ト
。
均

等
法
が
出
来
て
30
年
過
ぎ

た
が
、
こ
の
数
字
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。
女
性
が
こ
の
ま

ま
年
齢
を
重
ね
れ
ば
、
賃
金

格
差
が
退
職
後
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
ま
さ
に
低
所
得
高
齢
単

身
女
性
の
社
会
保
障
の
問
題

は
、
現
役
時
代
の
男
女
間
の

賃
金
格
差
に
あ
り
、
ま
っ
た

な
し
の
政
策
課
題
だ
」
と
指

摘
。
連
合
で
は
新
た
な
社
会

保
障
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
や
第
４

次
税
制
改
革
基
本
大
綱
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
と
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
話
の
中
で

井
上
局
長
は
現
退
連
携
が
重

要
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
藤
原
教
授
が
、

「
女
性
で
は
高
齢
期
（
70
歳

以
上
）
の
貧
困
率
が
最
も
高

い
」
と
指
摘
。
高
齢
単
身
女

性
と
税
・
社
会
保
障
の
あ
り

方
に
つ
い
て
資
料
を
使
い
多

角
的
に
切
り
込
み
ま
し
た
。 

 

（お
断
り
） 

藤
原
先
生
の
顔
写
真
は
、
ご

本
人
の
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控

え
ま
し
た
。
な
お
先
生
の
講
演

資
料
は
、
退
職
者
連
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

▲熱気に包まれた会場。参加者は藤原教授の話に真剣に聴き 

いっていた。（2019年3月1日、連合本部） 


